20190505レムナント教会1部
   世に対するスタンス(ヨシュア7:19-22)
　神様の力によって、イスラエルの民がエリコ城に打ち勝ち、大きな勝利を収めることになります。その勢いに乗ってアイという町を見たとき、そこは簡単に勝てるだろうと思いました。それでいつもの数ではなく、少ない数で攻めるべきではないかとヨシュアにお願いして、自信満々、アイに向かいました。けれども、予想外に、その小さな村、アイというところに惨敗するようになります。それを見てヨシュアはびっくりし、神様にお祈りを捧げます。「神様。あなたがたにこのカナンの地を与えると約束して、私たちが約束の地に入ってきたのではないでしょうか。ここで惨敗するということはどういうことなのでしょうか。どうしたのでしょうか。なにをなさるつもりなのでしょうか」と訴える感じで祈りを捧げていました。そのときに、神様がヨシュアに答えられます。「違うよ。あなたがたが私に罪を犯したから、それを警告するためのものだったのだよ」という話をしていらっしゃいます。
今日は７章の部分を読みましたけれども、6：18に、これからカナンの地に入って、すべてを滅ぼしなさいとあります。それを聖絶と言います。それから、そこにあるものがどんなにすごいものであっても、神の民がそれに手を出してはいけないとも言われました。もしそれに手を出したり隠したりすることがあれば、聖絶というのは神によって滅ぼされることなので、その聖絶というものがあなたがたのものになってしまうよ。一緒になるから。だから、そういうことは決してしてはいけませんと言ったのに、あなたがたの中の誰かが、カナンにあるものをどこかに隠して自分のものにしようとした。それは7：11を見ますと、約束を破り、契約を破ったことになるとあります。7：12には、だから、聖絶というのはカナンに対してのことなのに、それが神の民、あなたがたに及ぶようになる。一緒になってしまうということなのだとヨシュアが言われます。それでヨシュアは、民全体を集めてくじ引きをします。くじを繰り返し引いてたどり着いたのが、ユダ族の一人だったアカンという人でした。アカンは「あかん」みたいです…（笑）。そのアカンというものが、今日読んでいただきました7：21でそれを打ち明けます。「実は、私はいくつかのものを欲しくなって、（欲しくなってというのは、神学の言葉で言いますと、貪欲と言います。欲です）そこのものを取って、こっそりと隠し、いま自分の幕屋、部屋の下にそれがあります」と。ヨシュアはそういうことはまったく知らずに、こんなに惨敗するはずがないのに、神の民が約束の地に入ってきてどういうことなのだろうと、ある意味、少し頭が混乱して神様に訴えていたわけです。そこでヨシュアが責めることによって、そのアカンが打ち明けることになりました。その後、アカンとその家族とすべてをアコルという谷の方に連れて行き、皆で石を投げて、そこでアカンは死ぬことになります。その時から、そこをアコルの谷と呼ぶようになりました。これはいまの私たちに何を語っていらっしゃるのでしょうか。
クリスチャンの私たち、現場灯台として召されている信者の私たちが、この世と世にあるものに対して、どのようなスタンスを取るべきなのか。そして、それが勝利なのか惨敗なのかに関わる重大なテーマなのだということを私たちに語りかけていらっしゃいます。いつも皆さんに申し上げますが、皆さんは、皆さんが思っている以上に、とても尊い貴重な存在です。現場灯台として召されて、この世に遣わされている者なのです。ヨハネ17：18には、イエス様がいちばん大切な場面で、父がわたしを世に送ったように、わたしも彼らを世に遣わしますとおっしゃいました。ただ世の中を生きている者ではありません。違う表現で申し上げますと、そこら辺の人々とはまったく違う存在なのです。イエス・キリストによって、神様によって、世に現場灯台として遣わされる者なのです。世の中を生きているのですが、一緒に混ざって生きているように見えるのですが、私たちは遣わされている者です。

そして、私たちが遣わされているこの世というところは、どんなところなのでしょうか。実は、すばらしいもの、すごいものがたくさんあります。それを見下して言うつもりはありません。そのまますばらしいです。また、立派なもの、立派な理論、立派な人間も多くいます。なによりクリスチャンである私たちにも必要なもの、生きていくために必要なものなどが、たくさんあるところがこの世です。たとえば、お金は悪くありません。お金は必要なものです。健康もそうだし、成功することも悪いことではありません。名誉が与えられること、それもすばらしいことです。恋をする。それも必要でしょう。その結果、家族が与えられます。家族は大切なものだし、必要なものだし、また、すばらしいものだと思います。そういったものをある程度、維持するためにルールがあり、道徳があり、また、聖書的に申し上げると、律法などがあります。それは必要なものです。維持するために。そのように世の中には、目に見えるもの、あるいは、目に見えないものでも、ときには人間も含めて、世にあるものというのはそういった内容のものです。それに対して、私たちクリスチャンは、どのようなスタンスを取るべきなのかということです。現場灯台として召されている信者の自分は、どうすべきなのでしょうか。
それに対して、今日のアカンを通して聖書が私たちに語っているのは、このようなメッセージです。立派なもので間違いありません。必要なものに間違いありません。だからといって、それに信者としての心を奪われたりしてはいけません。心を奪われることを誘惑と言います。それに対して、一生懸命、磨いて頑張ることと、心が奪われることとは話は別です。アカンは、そこに心が奪われてしまいました。つまり、どんなに必要なもの、立派なもの、すごいものであっても、その評価を下げる意図はまったくありませんが、だからといって、それによって信者の信仰、人生そのものが左右されるものであってはいけませんという話です。世にあるものによって、私たちが揺れるようなことがあってはいけませんということです。言葉を変えますと、世にあるものがどんなに大事なもの、必要なもの、すごく立派なものであっても、それが目に見えるか、見えないか、理論なのかということと関係なく、それが信者にとってなくてはいけない絶対的なものであってはいけませんということです。それによって揺るがされてフラフラになるような力を持っていてはいけません。もしそれが心奪われるような魅力あるもの、信仰が左右され、なくてはいけない、それによって人生が左右されるようなものであれば、結局、それを欲しがるようになり、欲に走るようになります。目に見えるものに対して、いわば宗教やどこかの哲学で言っているように、禁欲的になって、そういったものを無視して、獣を見るような感じで避けて、どこかに逃げるようなことをいま言っているわけではありません。禁欲主義ではありません。しかし、欲に走ってはいけません。いまの言葉でわかりやすく申し上げますと、こういうことです。この世と、この世にあるものに対しては、それがどんなに立派なもの、必要なものであっても、クールにならないといけません。クールになることです。その極端な表現を申し上げますと、「どうでもいいですよ」です。皆さんがいま勉強をして、また、仕事を頑張っています。それを軽んじて適当にする、それは信者の態度ではありません。だれより最善を尽くす、頑張らないといけません。だからといって、それがなくてはいけないもの、あるいは、それがこうなる、ああなることによって、フラフラ左右されるような相手、そのような対象になっていてはいけないわけです。そういう意味ではどうでもいいのです。あってもなくても構わないものとしてアプローチしなければいけません。これが信者のスタンスです。この部分がこんがらがってしまうと、禁欲主義になってこの世から身を隠して逃げてしまうか、あるいは、アカンのようにそこにはまっていくようになるわけです。それは簡単なことではありません。このようにクールにならないと、現場灯台の信仰者としての勝利は期待できません。言葉を変えますと、サタンには絶対に勝てないということなのです。サタンはみごとに世にあるものに対してのスタンスを崩すことによって、現場灯台としての勝利の道を歩むことができないように邪魔するわけです。どうなのでしょうか。目に見えるもの、いっぱいあります。目に見えないいろいろな理論、また、人、恋、結婚、名誉、成功、健康、それらはなくてはいけないのでしょうか。それがないと幸せになれないものなのでしょうか。だから、必死なのでしょうか。それによって泣いて笑うような材料なのでしょうか。クールではありません。クールという意味が、本来、どういう意味なのかよく分かりませんが、いまそのように使われているでしょう。So cool。それがクリスチャンなのです。

皆さん、ダビデとサウル王の違いがわかりますか。一緒に王様になりました。王様であることは一緒です。でも、サウルは、その王という地位にしがみついていて、ダビデはSo coolだったわけです。ダビデは、自分が王様になったということによる地位、権力などによって、一度も興奮したことがありません。なぜなら、クールだったので。だから、息子によってお城から追い出されたときにもクールだったのです。これがクリスチャンのスタンスです。世の中に必要なもの、すごいものはたくさんあるけれども、絶対的なもの、永遠なるものは何一つありません。命をかけるようなものは一つもないわけです。

そして、逆にパウロのような場合は、刑務所の中に入れられて、いちばん最悪な状況なのですが、そこでもため息などしません。クールなのです。これがクリスチャンのスタンスです。パウロが刑務所から書き送った手紙の中で、特にピリピの手紙の中で1：20を見ると、こういった世にあるものが右になるのか左になるのかがテーマではなくて、私の身によって、キリストの御名があがめられることであれば、たとえば奪われてそうなるのであれば奪われる。得ることによってそうなるのであれば得るとクールなのです。ピリピ3：12-14、4：11-13。すべてパウロのクールな信仰告白、クールなスタンスというものがよく示されているところだと思います。神様は、私たちが世の中を生きていくように、神様ご自身がこの世に、そこの職場に、そこの町に、そこの団体に、そこの学校に、私たちを遣われました。そこを避けてどこかに逃げるようなこと、昔の修道院みたいなことは、クリスチャンらしいものではありません。だからといって、アカンのようにそこにはまって欲に走るということも、サタンにやられることなのです。世の中にいて、世のものをかぶって生きていくのですが、クールであるべきです。
なぜそうすべきでしょうか。また、どのようにして、そのようなことができるのでしょうか。つまり、アカンは、なぜ欲に走ってしまったのでしょうか。その答えを考えることによって、私たちも改めてしっかりと契約を握っていきたいと思います。なぜ信者はクールなスタンスを取ることができるのでしょうか。必要なものです。お金が嫌いな人間はいません。しかし、クリスチャンは、キリストオンリーという答えを知っているからなのです。人間が助かる道、救われる道は、キリストひとりしかいらっしゃいません。世界中でこの御名のほかに、私たちに救いの名は与えられていません。なぜなのでしょうか。世の中の人は絶対知ることができない人間の本当の問題が、創世記3章の原罪だからです。神様を離れて、しかも悪魔の手にとらわれるようになり、地獄の運命に縛られているわけなので、キリストのほかには道がまったくなく、オンリーキリストだということが分かっているのでクールになるわけです。それだけではありません。そのキリストは完全なる方なのです。ヨハネ19：30、すべてを十字架において完了しました。ヘブル10：14、キリストが一度犠牲になることによって、私たちのすべてを永遠に全うされました。完全、完璧なのです。皆さんに与えられた救いの祝福は完全です。Ⅰコリント15：55には、死よ、おまえの力はどこにあるのかとあります。死の力も私たちを襲うことができないように完全に救いの御業を全うされたわけです。完全という言葉は、神様にのみ使われる言葉なのです。つまり、創世記3：15において預言されていた女の子孫が蛇の頭を踏み砕いて勝利されるという約束、預言が、完璧に成就されたということです。何も恐れないでください。だから、クールになるわけです。
そして、このキリストで十分なのです。ここが一番肝心なポイントです。だから、キリストオンリーと告白するわけです。キリストで十分なのです。キリストにあって、天にある霊的すべての祝福が与えられるし、キリストにあって三位一体の神様が、その信者の内側に入って宿られるようになりました。それで信者は神殿と呼ばれるものになります。十分なのです。それが何を意味するのかご存知でしょうか。ローマ8：30、義と認められるだけではなくて、栄光に富んだ、イエス様と似たものにつくりかえられて、8：39、誰もこのキリストにある神の愛から切り離すことはできないし、8：37、患難、苦難、死、裸、飢え、何があっても圧倒的に勝利できるようになるし、8：28、すべてを働かせて益となり、死ぬことさえ益となります。もう十分ではないでしょうか。ダビデは詩篇23篇において、十分だと告白しました。死の影の谷を歩く厳しい状況であっても十分なのです。先程も申し上げましたように、パウロは刑務所の中で告白しました。ピリピ4：13、私を強くしたくださる方にあって、できないことはなにもない。どんな境遇においても私は満ち足りると。刑務所の中でも十分なのです。このキリストで十分にならないとよそ見するようになるしかありません。だから、同じく世のものと接することであっても、スタンスが違うのです。皆、この世からどこかに逃げて生きることはできません。お金を稼いで、ご飯を食べて、恋をしながら、勉強しながら、人間関係の中で、また成功を目指していろいろやっているでしょう。でも、問題は、そこではありません。スタンスなのです。クールにならないといけません。キリストで十分だからクールなのです。たとえ博士の学位を取ったとしても、いきなりなにかの事情によって、その学位が奪われたとしても構わないのです。クールなのだから。それによって、生きるか死ぬかが決まるわけではありません。これがクリスチャンのスタンスなのです。初代教会の人たちは、イエス様に「いま植民地の状況の中でどうしましょう」と尋ねます。それはあなたがたは知らなくてもいいです。クールになりなさい。構わないのです。十分なのだから。植民地の状況であなたがたはちっぽけな人間ばかりなのですが十分なのです。聖霊が臨まれるとローマをひっくり返し、世界を変えることができます。キリストで十分です。これがキリストオンリーです。だから、クールになれるわけです。
それから、もう一つ、このようなキリストオンリーの答えを持っている信者がこの世に遣わされたときに、この世というところは宣教地だということが分かっているのでクールになるわけです。これが信者の2つの大きな人生の軸です。キリストオンリー。そして、この世、現場は、宣教地。この2つの軸をもって物事を見て解釈していかないと、正しい正解にはたどり着くことができません。この世は立派なものがあり、必要なものがあり、すごいものがあるにしても、キリストのほかには希望のないところなのです。だから、私たちクリスチャンが遣わされて、現場灯台としてそこに存在するわけです。クリスチャンは、このような誤解を捨てないといけません。この世は、自分の夢を叶えて実現するためにあるところではありません。この世は、成功に向かってあがきをするステージではありません。この世の中は、変えて、変えて、地上の天国を作るためにあるところではありません。この世は、現場は、宣教地です。あなたがたは、世の光だと言われています。そういうことで同じ仕事をして、同じ勉強をし、同じ人間関係のように見えるでしょうけれども、エペソ6：12、私たちの戦いは血肉との戦いではなくて、天にあるもろもろの悪霊との戦いなのです。なぜなら、この世は暗やみが支配しているところだからです。だから、宣教地です。宣教地なのに、何を欲しがるのでしょうか。そこは光を照らすべきところなのに、なぜそこにはまっていくのでしょうか。これが逆に宣教地だということが分かっていないし、無知な証拠ではないでしょうか。何がなんだか分かっていないということではないでしょうか。レムナントは、本当に成功してほしいです。でも、その成功がどうってことないものでなければいけません。逆に成功しなくてもため息などつかないように。大学に受かっても受からなくてもクールにならないといけません。もちろん、勉強を適当にやってそうなった人は、これから一生懸命、勉強しなければいけません。ただ世にあるものがどうなるかによって左右される人生はもうこれからは終わりにしないといけません。それはごめんです。いままで十分ではないでしょうか。10年、20年、60年、ずっとそれに右往左往しながら左右されて生きてきたのではないでしょうか。死ぬことも構いません。死でさえ私たちを揺るがすことはできません。死を前にしてクールになるわけです。このアカンによる惨敗ということを通して、私たちは惨敗にフォーカスを合わせるのではなくて、キリストオンリー、キリストで十分だということを皆さんの心の中に刻印して根を下ろしていかないといけません。

それから、現場、この世の中は、特にレムナントがこれから人生を生きていくステージであるこの世界は、宣教地なのです。この軸を忘れていてはいけません。ということで、皆さん、これからも日々、サミットの時間を設けて、それを第1にする習慣を身につけるようにしましょう。優先順位の第1位にするようにしましょう。そのサミットの時間は、どういう時間なのでしょうか。キリストで私は十分幸せですという告白と確認です。

それから、「私が生きる理由は使命のため、福音宣教という、現場灯台という使命のためのものなのだ」ということを確認して、感謝して、そこにたっぷりと浸かっていく時間をサミットの時間と言います。これを何が何でも第1にする習慣をつけましょう。皆さんの中でこれを叫びながら、告白しながら、実際に実践していくようにしましょう。世にあるどんなものでも恐れずに、どんなものでも羨まずに、何事も問題にせずに、どんなことにも引っかからずに。これがクリスチャンのスタンスです。なぜならキリストオンリー、キリストが私の中におられることで十分だからです。弱いのでしょうか。直らない性格があるのでしょうか。霊的な問題があるのでしょうか。キリストで十分です。ダビデが告白しているように、Ⅰ歴代29：14、これが皆さんの告白になるようにしましょう。偉くなることも、ダメになることも、金銀すべてが主の御手にあり、すべてが神様から与えられるものです。だから、世にあるものでうまくいって豊かになったからといって、興奮する理由などありません。その人は、逆に言うと、その反対の場合は、がっかりするということでしょう。クールにならないといけません。逆にピリピ4：13、刑務所の中であっても私は満ち足りる。この信仰告白が自分の告白になるようにしていただきたいと思います。So cool。

（祈り）
父なる神様。私たちは、この世の中を生きていて、実はそこに遣わされている者であることを今日も確認しました。それにどのように向き合うべきなのか、クリスチャンのスタンスを主が教えてくださったので、いままでの思いや考え方、すべてを崩してクールなキリストオンリーと、そこは宣教地だ、他の何かを欲しさに欲に走るようなところではない、という告白とともに、本当にクールなスタンスを保つことによって、サタンを踏みつけ、現場灯台の勝利者の道を歩むことができるように、ひとりひとりを導いてください。サミットの時間を第１にする習慣を身につけるように助けてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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